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Nは55%前後と地上部に多いが、 P は逆に地下部に多 

く、特に地下茎に40%と高い。K も地下部に多く、 3 つ 

の部位にほぼ均一に分布している。Ca, M gはいずれも 

地上部が65彩で高く、地下茎への分布は小さい。微量元 

素はZnを除くと地下部に多く、特にF eとA1の大部分は 

根に分布している。Znは地上部と地下部におよそ同程度 

に分布していると推定される。

以上の結果から、各無機成分はヨシの地上部、地下茎、 

根の各部位に特徴的なパターンで分布され、またその分 

布パターンはヨシの生育状況の良否にかかわらずほとん 

ど変わらないことが明らかになった。

おわりに

本研究に用いたヨシは最初に述べたように9 月の中旬 

から下旬にかけて採取されたものであり、 ヨシにとって 

は®大成長期を過き'て枯死過程に入った時期である。 ヨ 

シなどの抽水植物は最大成長期の前後から秋にかけて徐 

々にNや P などの栄養元素の一部を地下部に移行、貯留 

することが知られている ( T e a l1980,鈴木ほか 1988)。 

従って、こうした無機成分の各部位への分布の割合はヨ 

シの成長時期によって異なってくることが当然予想され 

るところである。今後はヨシの成長•枯死過程で種々の 

無機成分の各部位への分布がどのように変化していくか 

を検討していくことが必要であろう。
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今、我が国ではどのような植物種が絶滅の危機に瀕し 

ているのか。標記の委員会が、全国の植物研究家の協力 

を得て3 年がかりでまとめた報告書、いわゆるレッド• 

データブックである。我が国に生育する5300種の植物種 

(シグ類以上）の約17%に相当する895種が、絶滅種、現
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状を放置すると早晩姿を消すであろう危険種 、あるいは 

現状不明の稀産種としてリストアップされている。あわ 

せて野生植物の保護の必要性、その保護のために必要な 

方策が提言されている。内容を詳しく紹介する紙面はな 

いが、今、最も危機に瀕する植物群のひとつが水草や湿 

地の植物であるという事実は書き落とすわけにはゆくま 

い。日本の植物とその保護に関心のある方は、ぜひ手元 

においていただきたい一冊である。

(角野康郎）


